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 要  旨 
 
 
 通信の信頼性を向上するために用いられる誤り訂正符号の中で、代数幾何符号
（AG符号）は、従来の実用化されているRS符号などの自然な拡張であり、より高
い性能を持ち近い将来有望な誤り訂正符号のクラスである。 
 最近、一般化代数幾何符号（一般化AG符号）というより広い符号のクラスが導
入された。一般化AG符号は、拡大体上の点を含んで構成されたAG符号を外符号と
する連接符号として定義され、その中にはより良い符号が存在する可能性がある。
 
 従来の復号法である限界距離復号は、訂正半径（最小距離dの約半分）tまでの
誤りを一意に訂正する。それに対し、Sudanリスト復号は、符号化率が低いとき受
信語から半径τ(>t)以内の全ての符号語を出力する。特に、Sudanリスト復号の改
良版であるGSリスト復号は、特別なパラメータ（重複度）を設定することで、大
きな符号化率に対しても、より多くの誤り訂正を可能とする。 
 
 本研究では、GSリスト復号を応用した一般化AG符号の高速復号を扱う。まず、
内符号を復号し、その結果より得られる信頼度から外符号の各記号の重複度を定
める。そして、その重複度に基づいてGSリスト復号の第1段階として補間多項式を
求め、その因数分解によって復号を達成する。重複度の導入により訂正能力は向
上するが、計算量も増えてしまう。計算量を抑えるためBMSアルゴリズムを用いた。
以上の復号法を実現し、具体例についてのシミュレーションよりこれら一連の方
法の性能を検証した。 
 
 結果、重複度を1（Sudanリスト復号）よりも大きく設定することにより、より
良い復号が得られることを確認した。特に、重複度の設定の方法によって、計算
量とともに訂正能力に影響が出る。重複度は内符号の復号結果より設定するため、
内符号にどの符号を用いるかという選別も重要になることが分かった。 
 
 今後の課題として、一般化AG符号に対するGSリスト復号全体の高速化、用いる
符号に対する重複度の設定法の考察が挙げられる。 
 
